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なぜ方言調査を行なうのか	

l  音声言語（orality）と書記言語（literacy）の相違
を認識する。 

l  共時相と通時相の両側面から言語使用を捉える。  
l  例：［顔］の歴史 

l  文献では カオ à ツラ の順で出現、言語地図の分布では ツラ à 
 カオの変遷が推定される。この不一致を「位相」（ある言語を、どう
いう集団がどういう場面で使うかによって異なる）という概念で考
える。 

l  貴族層がカオを、庶民がツラを使用。 
l  中世になり、ツラが卑語化し、貴族層のカオを庶民層が用いるよ

うになった。  

   文献 方言 

地理的範囲 中央語 中央語と地方語 

使用者層 上流階級・知識人 庶民 

推定年代 絶対年代（具体的
な数字で表示され
た年代） 

相対年代（新旧関
係しか捉えられな
い） 

文体 書き言葉が中心 話し言葉のみ 

（小林隆『方言が明かす日本語の歴史』） 
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l  中央語の歴史 
l  文献（いわば化石）は中央語の歴史には強いが、 地方

語の歴史には弱い。 
l  書き言葉に比べ、話し言葉が捉えにくい。 

書き言葉と話し言葉は異なる。 
l  上層階層の書き言葉の歴史を示す文献というフィルター

を通すと、庶民階層の話し言葉の歴史がわからない。 
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l  上層階層の書き言葉の歴史を示す文献というフィルター

を通すと、庶民階層の話し言葉の歴史がわからない。 

•  方言が映し出すのは上層の「書き言葉」の歴史では
なく、下層の「話し言葉」の変遷である。 

•  上層の言葉が直接、方言に伝わらない。 
•  商人や庶民の交流の結果として。 
荻生徂徠（-1728）「古の詞は多く田舎に残れり」 
（『南留別志』） 
本居宣長「すべて田舎には、いにしえの言の残れること
多し」（『玉勝間』） 
•  方言地理学的に言うなら「方言への旅」は「時間へ

の旅」である。 
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なぜ方言調査を行なうのか	

l  比較方言学 
l  本土方言と沖縄方言の比較（沖縄方言が分化） 
l  オモテ  à  ツラ  à   カオ 
l  ウムチ（琉球八重山地方） 
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本土方言 
五母音体系 

「本土方言」とは、
後に述べる 
「方言区画論」で
琉球方言以外を
指す呼び方。	
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なぜ方言調査を行なうのか 
東京	 首里	

雨	 ame ami 
開けて	 akete akiti 
酒	 sake saki 
骨	 hone funi 
髪	 ke kii 
帯	 obi ubi 
星	 hoʃi fuʃi 
緒 o uu 
袖	 sode sudi 
心	 kokoro kukuru 
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a 
Adapted from Shibatani, M. 
(1990). The languages of 
Japan, p. 192. 

本土方言 

沖縄方言 
i u 

母音体系の単純化のため
五母音から三母音へと変化
したと推定される。	



なぜ方言調査を行なうのか	

l  方言区画論 
l  方言区画を扱う方言

学の一分野。 
東条操（1927）によ
れば、日本全域は
内地方言と沖縄方
言に分けられ、内地
方言はさらに東部方
言・西部方言・九州
方言に分けられ、東
部方言はさらに北海
道方言・東北方言・
関東方言に分けら

れる。（大辞林）  
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等語線（isogloss） 
言語地図の上で、語・発音・語義・アクセントなど言語要素において、
同じ言語現象を示す地域と、そうでない地域を分ける境界を示す線。 
	



なぜ方言調査を行なうのか	

l  文献と方言の矛盾（小林隆『方言が明かす日本語の歴史』） 
l  文献に基づく変遷図 
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パターン1：もともと「くすり
ゆび」、後から西日本に「べし
さしゆび」が広まり、東西対
立が生じた。 
 
パターン2：もともと「べにさし
ゆび」、後から東日本に「くす
りゆび」が広まり、東西対立
が生じた。 
 
パターン3:何か別の語が全
国を支配していたところ、西
で「べにさしゆび」，東で「くす
りゆび」が生まれ、ほぼ同時
に勢力の拡大を図った結果、
両者がぶつかった。 


